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2018年相談支援事業所から中学1年生の不登校児童の通所相談

・学校へは不登校で、一日中自室でスマホやゲームをして過ごしている事により昼夜逆転
の生活リズムがついてしまっている状態。

・ご両親が手帳所を持され、生活保護受給、ネグレクトにより食事は毎日３食カップラーメン生活
で、金銭の管理が出来ないため保護費が入ると余暇や外食や物品購入に消費していまい食費が不足。
家の掃除が出来ず、動物（犬）を飼っていて玄関に犬の糞が散らばったままで強烈な悪臭がある。
風呂にも入る様子が無く毎日同じ服を着用。週に3回ヘルパーさんが入って掃除・月に1回ほど本児
がガイドヘルパー利用

・小学校5年より2年間ひきこもり。本児いわく担任の先生が小学校卒業式に参加した際「何でき　
たんや」と言われた言葉が引き金になり更に引きこもりに拍車がかかる。自尊感情が非常に低く
ひとつのことをやり遂げる集中力がなく、興味の範囲も狭い。

・本児障がい名：自閉症スペクトラム　療育手帳B判定

＊要保護児童対策地域協議会の中で学校へ行けないなら、　　　
　せめて放課後等デイサービスを通所案が出る

＊初めての不登校児童の対応となる為に、夢小路内にて検討を
　してから、 通所の受入れとなる。



本児の課題

・学校へ登校できるようになる

・ゲーム・スマホ依存からの抜け出し、昼夜逆転をただす

長期目標

短期目標

・体臭・衣類からの異臭を軽減する

・カップ麺以外からの食事もとれるようになる



本児の課題

では、どうすれば？？？？

・ゲーム・スマホ依存からの抜け出し、昼夜逆転をにならず

　規則正しい生活習慣に

短期目標



【学校との連携】

・給食時間の把握

・授業の時間の把握

・短期入所にて生活環境の確保

【他事業へのつなぎ】

・移動支援にて学校登校を引き継いでいただく

・学校行事の把握

・担任の先生が月に1回、早朝に来所されて、出席日数確認と状況報告



事業所としてトライアル
・担任人の先生とアポイントを取り、本児の学校生活・放デの過ごし方を等を話し合った

・並行通所している児童の放デさんに連絡を取り、支援時間中に見学をさせていただきました

・児童発達支援センターに依頼をして施設の見学をさせていただきました



学校との連携が重要である事が確認できた
と思います 
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